




年は家康公の四百回忌。 浜松市でも家康公顕彰四百年記念事業が元日からスタートします。 私としては 「家康公三十歳時のお顔復元」事業が楽しみです。 家康公は若い時は目がパッチリした好男子でしたが、 長生きして晩 のでっぷりた肖像画が出回ったため、
狸たぬきおやじ
親爺




顔が復元されます。 私も日本中から家康公の木像や肖像画の写真を懸命に集めて復元を支援しています。 完成したあかつきには、 ぜひご覧ください。　
昨年は、 小学生の引間城 「一日体
験発掘」 が実現しま た。 一般公募で
小学生を募り、 浜松城の前身 ・引間城の発掘体験をしてもらおうという企画でした。 私の提案に市文化財課が理解を示 てくださいました。 当時の土器の破片を手にしたときは、感動で心が躍りま た。 「子どもの浜松を愛する心を発掘 い」 という目標は達成できたと思います。　
現場からは、 凄まじい量の土器
が出土しました。 三方ヶ原の戦 では、 最低でも１万人がこの城から出陣しています。 出陣式では、 酒 飲み干し、 器を一斉に地面に叩き付けて割ります。 そのときの土器なのか。もっと昔の土器なのか。 想像が膨らみました。　
家康公は、 この引間城から三方ヶ
原に出陣し、 負けて帰っ き 家康公は、 夕闇に紛れながら、 一路、 浜松城 （正確には引間城の元目口） に逃げ帰ることを決断しました。 こ 家康公の逃げ方が、 実に面白い です。「道々ひたものの唾吐きなされ候」
　
なんと、 逃走中の混乱の中で、 家
康公は、 側にいる護衛の家臣たちの刀に 「ぺ っぺ っ」 と、 次々に唾を吐きかけたというのです。 これには意味がありました。 なにしろ夕闇にまぎれての敗走の中です。 誰が自分の側をはなれず盾になって忠実に護衛してついてきている か、 顔が見えませんでした。　
それで家康公は、 側にいるらしい
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